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海外における日本語研究

カイザー シュテファン

l 展望の方法

2 年間という限定された期間とはいえ，海外日本語研究をすべて把握し，目を通すこと

は， この著者には無理である。 あるいは，英語で書かれたものに限定しでも， 入手しに

くい雑誌などもあり， 現実的ではない。 かといって， 過去2 年日本語のどんな問題がど

のような手法で研究され，どの文献が参照されたかなどという大きな流れを押さえるこ

とができればf国語学j の読者の参考になることはいうまでもない。 そこで， サンプル

を取り出し，検討を加えるという方法をとってみた。

サンプルの選び方にはいろいろ考えられるが，身近なところで比較的簡単に閲覧でき，

製本などされる前に複写できたりするという条件などで付録1にある雑誌・号 (雑誌によ

っては，不明な理由によ る欠号も含む)を選択し， 日本語にかかわる論文をすべてサンプル

として収集した。 なお，対象は雑誌論文だけで， 論文集や単著などは含めていないこと

をお断わりしておく。

結果として， サンプルは72編の論文 (あるいは論文に準ずるもの) からなっている。 な

お， 著者・タイト ル・掲載雑誌などの詳細は付録を参照のこと。

2 サンプルの研究対象・方法

どの言語現象を研究の対象としているか， それにあたってどのような枠組み・方法を

使ったか， また参考文献の言語(英語・日本語で書かれたものとどちらを多く利用しているか)

については，以下のように一覧表にまとめてみた(表1)。 なお，論文番号に星印が付しで

あるものについては， 後にやや詳しく取り上げる。

表1 72 論文の対象・方法など

No 問題・研究対象

1 状態性述語のガ・ ヲ使い分け

2合 女房ことば・ 遊女語

枠組み・方法
参考文献言語

(除く:資料)

Hopper & Thompson(1980)他動 英>日

性理論

言語とジェンダー論 日>英
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3 成人学習者のリーデ ィ ン グ方略 発話思考法・アイデア・ユニット 英

4 外国人の日本語に関する日本人の アンケー卜調査 英>日

態 度

5 源氏物語の語り上の距離と認識様 ナラトロジー(物語り論) 英>日

相標識/感覚・情緒の形容詞

6 引用助詞「だって」 談話分析・認識の仕方(evidentiality) 英>日

7 「 自 ~する j 漢語動詞 記述・再帰性の類型論 英

8 口頭能力テスト(Opl)の妥当性 2 種テストの実施，結果分析(相関) 英

9 民間会社の敬語訓練マニュアル 社会的機能・イデオロギーの観点 英>日

から

10合 古代語 「ト ル(甲乙類)J の意味 データの分析・限界相・非限界相 英>日

(telic/atelic) 

11 句構造の理論 普遍文法，GB/極ノj、理論(Chomsky 英

1993/95) 
12 数詞・数量詞のかきまぜ(scram- GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英>日

bling) 

13 multiple slu icing(多重疑問詞) GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英

14 複合動詞 動調達続(serialization)， 句 構造 英>日

15 形容調・形容動詞の句構造 拡散形 態 論(Halle and Marantz 英>日

1993) 

16* テイルの意味 形式意味論 英>日

17 主要 部 内 在 型 関係節(head- 生成意味論 英>臼

internal RCs) 

18 連用形名詞(�かけの�) 相役割(Tenny 1994 ) 英

19 日韓与格主語構文 GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英>日

2 0  等位接続における省略 Higher Order Unifi c ation 英

(Dalrymple et al 1991) 
21 就学前の日本人児童・家族の言語 アンケート 調査 英>日

使用・ニーズ

22 学習に関する日本人父兄とカナダ 半構造的面接調査 英>臼

人 教師のピリーフ

23 非母語方言アクセント の知覚 実験 英>日

24 * 家庭における母子会話 「言 語 の 社 会 化J(Schieffelin & 英

Ochs 1986 等)・収録データ分析

25* 家庭 における母子会話の「ーちゃ 言語の社会化・収録データ分析 英>日

う」

26禽 日本の小学校教室における会話 言語の社会化・収録データ分析 英

27* 海外日本語学校(イマージョン) に 言語の社会化・収録データ分析 英>日

おける第二言語習得

28* 海外大学の日本語教室の会話 言語の社会化・収録データ分析 英
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29合 成人学習者の~ネ誤用 言語の社会化・収録データ誤用分 英

析

3 0  公の場の会話におげる 「すみませ 収 録 デ ー タ 分 析・remed i all 英>日

んJ の機能 supportive interchanges (Goff 

man 1971) 

31* rすみませんJ rありがとうJの会 収録データ分析， アンケート調査 英>日

話機能

32 英・日語の発話ターン 交代と文法 データ分析・ターン構造単位(turn- 英

構造 constructional unit) 

33 間接的依頼表現 アンケート調査・会話データ分析 英>日

34 心理的距離標識「って・なんて」 収録等データの分析・話者の 「情 英>日

報 の 内 在 化 J (incorporation of 
information) 

35 多読単漢字の発音潜時 実験 英>日

36 ガーニーヲ能動・使役文処理の母語 動調の行動者特定に関する実験・ 英

話者・学習者比較 誤りに対するフィー ドパック 効果

37 同音単語のアク セントの違いが心 実験 英>日

内辞書接近に利用されるか

38 日本語各種埋め込み文の複雑度 アンケート 調査・Syntactic Pre- 英

d iction Locality Theory (Gibson 

1998) =短期記憶負担の観点

39 「ーさ・み j接尾辞の生産性 正常者・脳損傷患者に対する実 英>日

験・Dual mechanism model (規

則・不規則形態脳内別処理モデル)

4 0  英中日語数量詞の作用域 GBI極 小 理 論 (Chomsky 19931 英
1995) 

41 日本語学習者の認識 論上・語学学 アンケート 調査 英

習のピリーフ

42 日本語学習者のテンス・ アスペク 実験・Aspect hypothes is  (Robison 英>日

ト習得 1990) 

43 発話ターン 交代・あい づちにおけ 地図課題コーパスデータの分析 英>日

る文法・韻律の役割

44 情報の構造と談話 速度変化の関係 地図課題コーパスデータの分析 英>日

45 「人格 j 概念の起源と発展 明治~昭和文献における意味・背 日>英

景分析

46* テイルの二義性(結果・進行)解釈 Strength of evidence (動詞の動作 英>日

が認識可能な痕跡を残す度合)

47 国語作文(説明文)の分析的評価表 教師に対するアンケート 調査 英>日

開発
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48合 日英語アクセントパターン変化の 発音・アクセント辞典， インフォ 英>日

原理 ーマントによるデータなどの分析

49 ワ ・ガ省略 数種類の参加者・性別組み合わせ 英>日

会話データの 因子分析

50 英日語における埋め込み主題文 GB理論 英

51 牽引(Attract) F理 論(Chomsky 英・日語の検討・極小理論 (Chom 英
1995) sky 1993/95) 

52 英・日語疑問文 GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英

53 日本語のかきまぜ(scrambling) GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英>臼

54 日本語のゼロ目的語構文 GB理 論， ゆるやかな同一性 英

(sloppy identity) 

55 日・英語のパラメータ化した融合 GB理論 英
(merge) 

56 埋め込み構造における空補文 G B /一致に基づく核理 論 英>日
(Agreement.based case theory) 

57 日本語学習者のOPC (overt pro. 成人日本語学習者・母語話 者に対 英

noun constraint，可視代名詞制約)と する 文解釈の実験(f誰が今日彼が

いう普遍文法規則の把握程度 遅くなるといっているの汀における

「彼」 の 照応判断)

58 モダリティー標識機能 としてのダ 漫画・小説の実例検証 英>日

59 第二言語学習におりる教師による 成人日本語・スペイン語学習者に 英

モデル提示・学習者の誤りを教師 対するゲーム実験

が言い直す(recast)の効果比較

60 片仮名音符の有無の 疑似漢字の記 成人日本語学習者(英・韓国・中国語 英

憶における 母語文字体系の影響 話者に対する実験)

61 米国の初中等教育における アジア アンケート調査・因子分析 英

言語の動機づけ

62 談話分 割( あいづちなど)の分析 構文より文化・言語特有の社会的 英

機能から分析の必要性主張

63 パイ リ ン ガ ル 幼 児 の 言 語混合 日・英語ノTイリンガル幼児・両親 英

(mixing)・使い分けの性格 の縦断的事例研究
64 独・日語におけるかきまぜ GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英

(scrambling) 

65 英・日語におけるかきまぜ GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英
(scrambling) 

66 日本語における論理形式(LF)下 GB/極小理論(Chomsky 1993/95) 英

設の条件(Subjacency condition) 

の検討

67 幼児の発生発達におけるリズム行 日本人幼児に対する実験 英>日

動と規範的哨語の関係

68 英日語の 「 出る・入るJ動詞の意味 認知意味論・イベント構造 英>日
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機能文法・普遍文法 英>日

Role and Reference Grammar 英>日

(RRH) (Van Valin  1 9 9 3等)

Optimality Theory (OT)最適性

理論

71 日中韓英語の結果 ・進行態と完了 Smith (1991)アスペクト現象理論 英>日

性・非完了性

72 原型としての自 ・他動性 日本語の 自 ・他動調区対の意味解 英=日

釈の分析

理論的枠組みの文献

Chomsky， Noam (1993) A minimalist program for linguistic theory， in Hale， K and 

Keyser， S] (eds) ， pp. 1-52. 

ー一一一一一(1995) The minimalistρrogram. Cambridge， MA: MIT Press. 

Dalrymple， M， Shieber， S & Pereira， S (1991) Ellipsis and higher-order unification 

Linguistics and Philosophy 14， pp. 399 -452. 

Gibson， Edward (1998 ) Syntactic complexity: locality of syntactic dependencies 

Cognition 68， pp. 1 -76. 

Goffman， Erving (1971) Relations in ρublic: miscrostudies 01 the ρublic order. 

N ew Y ork: Basic Books. 

Hale， K and Keyser， S] (eds) The View jト.om Building 20 : Essays in Linguistics 

in Honor 01 Sylvain Bromberger， Cambridge， MA: MIT Press. 

Halle， Morris & Marantz， Alec (1993) Distributed morphology and the pieces of 

inflection， in Hale， K and Keyser， S] (eds) ， pp. 111 -176. 

Hopper， Paul & Thompson， Sandra A (1980) Transitivity in grammar and dis­

course. Language 56， pp. 251 -299 

Robison， RE (1990) The Primacy of Aspect: Aspectual Marking in English Inter­

language. Studies in Second Language Acquisition 12， pp.315-33 0. 

Schieffelin， Bambi and Ochs， Elinor (eds) (1986) Language socialization across 

cultures. Cambridge: Cambridge UP. 

Smith， Carlota S (1991) The ρarameteγ 01 asþect. Dordrecht: Kluwer 

Tenny， Carol (1994) Asþectual Roles and the Syntax-Semantics InteJ角ce. Dor-

drecht: Kluwer 

Van Valin， Robert D ]r. (1993) A synopsis of Role and Reference Grammar. In Van 

Valin， Robert D ]r. (ed) Advances in Role and Relerence Grammar. Amsterdam 

etc.: Benjamins 

3 分野別分類

言語研究の大まかな分野により分けると， 表 2 のようになる。
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表2 サンプルの分野別分類とサンプルに占める割合

研究分野 論文数 割合(四捨五入%)

文法研究 28 38.9 

言語習得 (成人8，児童9) 17 23 .6 

語用論・ 談話分析 11 15.3 

心理言語学 5 0.7 

社会言語学 4 0.6 

意味論 3 0.4 

音声・アクセント 2 0.3 

応用言語学 (言語テスト) 0.1 

文章論 (ナラトロジー) 1 0.1 

文法研究がもっとも多いが， その枠組みに関して特徴的なのは，28篇 中16 篇(57%)

が統率・束縛(GB) 理論を使用しており， 特にその最新のものである極小(ミニマリスト)

理論が目立つ。 海外で活躍している日本人を中心に， 日本語のデータ， または日本語と

他言語を比較したデータ (いずれも作例) によって理論の修正を主張したものである。

文法研究に次いで多いのは， 言語習得と語用論・ 談話分析であるが，後者に関しては

6編からなる特集号が組まれたことが影響した (下記4参照)。

なお，共時・通時的研究別に見ると，現代語に関する研究が大半で，歴史的研究は 5編

と，7 %にも満たない。

4 特筆すべき点

4-1 日本語に関する特集号

まず， 上記の特集号 (]ournal of Pragmatics) が挙げられよう (論文24-29)0 r言語の社

会化Jは E.Och sやB. Schieffelin が1980年代の後半に発表した一連の研究を利用した

概念だが， 言語習得の中で親や教師などとの会話 (特に，決まり文句) を通して社会のル

ールや価値観をいかに獲得していくかという観点からの談話分析である。 特集号の論文

はそれぞれ「こわいJなどの情緒形容詞による社会化 (24)， 接尾辞チャウ を使った否定

的表現によるもの(25)， また日本の小学校におけるやりとりの中で， いかに他の生徒と

の協力体制 が求められているかが示されている(26)。 また，海外在住日本人児童の日本

語イマージョン幼稚園の教室における縦断的研究による分析により， 決まり文句の繰り

返しによる日本語学習や同級生との協力体制 を作り上げていることを示している(26)。

27 と 28は日本語学習者(大学生) を対象としている。27の縦断的調査では，学習者同士

の会話で相手の反応に対する協調的コメント(�ネ)を教師の会話から覚えていき， 日本

人の会話らしくなるプロセ スが明らかにされた。28は(�ネ)の誤用の分析で， 日本語学

習者が英語の協調的発話に基づき (�ネ) を誤用する背景を分析している。
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いずれも家庭・教育現場の会話を録音したデータの分析に基づくもので， r言語の社会

化」という， 日本語の分析としては新しい理論的な枠組みを使っている点に特徴がある。

なお，同じ雑誌の別の号に載った31 番の論文は故人によるものだとお気付きになる読

者がおられるかもしれないので，簡単に説明を加えておく。本論文は1 0年程前に投稿さ

れたもので， 掲載する方向でコメント付の原稿を著者に送り返したが， 修正したものが

届かなかったため掲載に至らなかった。 しかし， 著者の死亡後， 編集者が日本を訪れた

折り， 修正された原稿の存在を知ったため， 著者没後数年経ってから掲載されるという

異例の事態となったことと， 論文の冒頭に説明がある。

4-2 国語学なと.て・扱っている問題に対する新しいアプローチの論文

その例として， テイルの意味を扱ったものを取り上げる。テイルを扱った論文が 3 編

あるが， それぞれ従来の動詞の意味分類とは別の観点から扱っている。 どの論文も， テ

イルが多くの言語で別の形態で表わされる (文法化され た) 進行相・結果相という両方の

意味を表わせることを出発点としている。

論文71 は金田一流のアプローチに近いが， C. Smith の枠組みを使っている。 日本語

(古典語・方言も含めて) を他言語と比較しながら， 進行相・結果相はそれほどはっきり区

別できない場合があることを論じたもの。 日本語に限っていうと， r ケンは寝ている。j

などの場合， 同じ文がどちらの意味にも解釈できるものが少なくないから， テイルは二

つの意味があるというよりは， 状態の継続という， 一つの意味を表わすとしている(ある

いは，二つの意味が連続しているといってもよい)。同時に， いろいろな言語で文法化されて

いる進行相・結果相という区別も， 何らの形で話者の頭に存在するものと恩われる。 経

験など， パーフェクト が典型的に表わす機能をもっている一方， 習慣相など， インパー

フェクト的な機能がある。 Smith のインパーフェクト の定義では， パーフェクトの視点

は出来事の始点や終点を含むのに対し， インパーフェクト はどちらも含まない。現代日

本語のテイルはインパーフェクト標識で， Smith の出来事の時間経過の 3段階の 2段階

(進行l， または3段階 (結果) を表わすが， 初段階は一般に表わさない。 ただし， 著者も

いうように， 同じ文が二通りに解釈され得ることをどう説明するかの問題は残る。

論文16 は形式的意味論の枠組みでテイルの二義性を扱っている。「ジョンは今食べて

いる」 と「ジョンはきちんと食べているjなどと， 副詞の分布で区別されることを確認

した上で， 一つの形態素 がなぜこつの意味に解釈されるかを次のように整理する。

ーte iru 1 

(現行の状態を表わす)

継続動詞 継続

瞬間動詞 結果状態

te iru 2 

(経験を表わす)

経験

経験
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両義性については， パーフェクトを表わす形態素テと， アスペクトを表わす補助動詞 イ

ルとに分けて， それぞれ形式意味論による分析で別の意味を表わすと主張している。「倒

れるJ のような瞬間動調においても， 連続的な出来事と解釈することによって， 結果相

の意味も包含される。

論文46 は，テイルの二義性は動詞分類の違いによるものではないと主張したもの。あ

る出来事の時間的経過ではなく， 動調の表わす出来事に語用論上の知識を結び付ける結

果であるstrength of evidence (SE， 動詞の動作が認識可能な痕跡を残す度合) でより適切

な説明が可能という。

同じ文に対して， 二つの解釈が可能だということは， テイルそのものは進行・結果を

区別しないことによる。 むしろ， 区別はある事態に対するわれわれの解釈によるもので

ある。詳細は省くが，以下のように連続態として SEが強いほど結果相の解釈になり，弱

いほど進行相ととられる。

高 SE fJi SE 

より結果 的 より進行的

切る 飲む 降る 見る 歌う

4-3 歴史的研究の一部概観

本節では， 歴史的研究として国語学に貢献できると思われるものを取り上げる。

4-3-1 アクセン卜変化の原理

論文48は，超分節素 の歴史的変化のメカニズムを扱っている。日本語のアクセントの

どのパターンが規範的で，90年ほどの聞にどのような変化が起こったか，山田美妙のf日

本大辞書J (1892-1893)・NHK の 『日本語発音アクセント辞典J (1943・1966・1985各年

版)の資料の比較により名詞・形容調に関するデータを集め， またインフォ ーマントを使

つての調査も行っている。

名調では， 2 つのパターンが圧倒的に多かった。 平板型になる傾向がもっとも強く

( 73 %)，それについで後ろから3 つ自のモーラに核があるものいずというパターン，20 %)。

また， 無声化母音にアクセント核がくる現象も珍しくなくなったことも判明した。また，

インフォーマントのデータから， 平板型でない形容詞では， テ形などが平板型と同じに

なる傾向が見られた。

形容詞の上記の歴史的変化は，類推の一種である「語形変化の一貫性J(paradigm coher 

ence) または 「同一レベル化J Oeveling) の原理で説明できる。

「形容調サJという派生名詞の歴史的変化を見ると， 例えば『日本大辞書j のハゲ1シ

サは『日本語発音アクセント辞典J (1985) ではハゲ寸シサまたはハすロサとなっている。
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すなわち. r日本大辞書jでは，上記の名詞の規範的ノfターンである n - 3に適っているが，

f日本語発音アクセント辞典J (1985)では n-3と， 名調ではあまり好まれていないタイプ

である n-2 との間で揺れている (n-2 に落ち着いたシプトサが唯一の例外)。

この現象は， 語形変化の一貫性原理が， 規範的アクセントのパターンより強く働いて

いると説明される。 また， シ プトサ以外では， すべての場合に無声化母音にアクセント

の核があるから， 近来の標準日本語のアクセント は無声化母音の有無に敏感でなくなっ

たことがここでも示されている。

ところが， 英語でも同様な現象が報告されている。 abdδ men からãbdomen に変わっ

てきているという， やはり n- 3に変化するパターンが報告されている。 ところが， この

傾向に対抗する現象がある。p ref è r (基本形) からp r èferab le (保守的)p ref è rab le (新規)

が派生されるが，保守的な発音では n-3パターンが使われるのに，新しい発音では(形態

的に複雑な) 語 業の「基本形の透明性Jが優先される。 こうして， 全く別の言語でも， 歴

史的変化のメカニズムに共通の原理が働いている。

4-3-2 古代語の甲乙とー動詞の意味

論文 10は， 動調トルが上代文献では甲乙類両表記が見られる現象に対し， 大野透『万

葉仮名の研究新訂版j (1977) やf時代別国語大辞典上代編j などの定説を出発点とする。 大

野が乙類の方を語源的とし， 甲を強調形としたのに対し， このような甲乙類の使い分け

が他に見られないことから問題があると先ず指摘する。また. r時代別国語大辞典上代編j

(19 67)では. j表記の混乱Jとしているが， 本論文の著者は上記のどちらでもなく， 両者

がもともと別の動調であったことを主張する。 つまり， ト ル(申類)はー hold， supp ort '  (持

っている， 支える) を意味し， トル (乙類) は電 take， p ick up ， snatch， or capture' (とる，

拾い 上げる，奪う，捕える)の意味を表わしたもので， 甲乙の区別が失われた結果 同音とな

り， 区別が失われたという。

その説を立証するために. r古事記j・『日本書紀jの例を検討する。 まず， 歌謡ではな

く， 地の文の訓注から検討を始める。『日本書紀J (古典文学大系・上193頁)の「撫剣此云

都虚奮能多伽粥屠利魔鮮屡」では. í撫鈎jを 「つるぎのたかみとり[甲] しばるJと訓

んでおり. jしっかり握る」 の意味でとれるとする。 一方. r日本書紀J (向上. 333頁)の

地名の訓注では次のような例がある。jJ3.荷持田村， 荷持此云能登利[乙]J。 ここでは，

表記に採用された漢字などから「荷持Jは「手に取るJ. j荷を拾い上げるJ 意味だとす

る。 両者の意味は近いが， アスペクト上で区別が見られる。 つまり， ト ル[甲]は状態

を表わし， 目標 (goal)となるものがないのに対し， ト ル[乙]の活動は， 達成されるべ

き目標がある。 つまり， 前者は非限界相 (atelic)の動調で， 後者は限界相 (telic)の動詞

ということになる。 そして， 上記の 2 例にもあるように， ト /レが複合動詞の一つ目とし

て現われる場合， 二つ目の動調が限界相動調である場合， ト ルも限界相動詞でなければ

ならず， 二つ目の動詞が非限界相動詞である場合， ト ルもまた非限界相動詞でなければ
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ならないとした上で， 古代歌謡・万葉集の例をすべて吟味し， 上記の区別を立証する。

この発見のより大きな意味についても著者は言及している。 オ列の甲乙の別が相補分

布的で， 異音だったとする松本克己説は否定され， また古代日本語は 5 母音だったとい

う最近の説を支持するものである。

5 データ収集・分析と方法論の分厳に関する圏内・外協力の例

論文2 は女房言葉と 遊女語に関する歴史的な研究で， 共著者二人は， 海外著者 (外者，

テキサス大学オースチン校所属の日本人) と， 圏内著者 (内者， 早稲田大学所属の日本人) と

なっている。 それぞれの分担については， 註1 に説明があり， 内者は日本の職業言葉の

歴史に関する資料や分析を提供し， 外者が現行の言語とジェンダー研究の枠組みのなか

で「国際的な読者jのために 「イントロダクションし， ディスカッシ ョンを行ったん研

究の大部分は歴史的なデータの分析・記述で， 職業言葉が一般社会に浸透したプロセス

を辿った内容が中心となっている。

その部分の前と後で， 女性語に関する (英語による) 従来の研究の流れが述べられてい

る。 日本の女性言葉に関する分析では， Lakoffの研究の影響で， 日本女性が「どうJ話

し「なぜJそのように話すかの分析が行われたが， 一部の研究者からこのアプローチで

は男性言葉が基準になり， 女性語が社会の基準から外れた扱いになることで批判が出て

いる。 最近の研究は， 女性語の語用論的な機能の分析に移行し， 直接の社会文化的なコ

ンテクストにおける機能を明らかにしようとしているが， そもそも女性語はどのように

して成立したかという過程に関する研究はあまりない。 そこで， 本研究は， 日本の女性

語の起源を明らかにし， ジェンダ一言葉全体における「どうJ rなぜj に関する新しい視

点を提供するという。

結論の部分を簡単に紹介する (データとその分析に関する部分は省略する)。

女房言葉・遊女語はともに職業語から始まり， 社会的変化に伴い一般社会に浸透した。

こうした言葉のスタイルに附随していたイメージが一般社会に広がるにつれ変化し， 江

戸などの大衆文化・文芸作品などによって「女性らしさJ のイメージを作り上げた。

本研究では， 女性語起原の歴史的な分析を行った。特に， ある社会における様々な話

し方の発生や普及の動機になる特定の社会・歴史的因子に注目した。 言語とジエンダー

は， 共時的分析だけでなく， 言語・文化・社会が相互作用し， 影響し合うプロセ スの分

析によりよく理解されるものと信じる。

以上のような内容が外者の貢献である。内者が英語の編集または翻訳などを行ったか

どうかについては触れられていないが， 内者が行った歴史的研究と分析に枠組やコメン

トを与えたことで， 外者が筆頭著者になるという現象をみると， 国際的に認められた枠

組みで， 国際的に読まれる言語を通して研究を発表することがいかに重要であるかを示

す事例になると言えよう。
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6 日本語研究， 日本語参考文献抜きでも大丈夫

表lの「参考文献言語j欄を見ると分かるように， 日本語で書かれた参考文献が英語

のものを上回るケースが二つのみである。 典型は， 英語だけのものか， または英語が主

で日本語で書かれたものが従であるという状況である。 本来， 後者の ケースに関する数

量的データを提供すべきだろうが， 実は「英>日 j の場合でも， 英語文献が圧倒的に多

く， 中には多少日本語文献が混じっている傾向が一目瞭然なので， 一々数えなかった。

この現象は， 論文の言語が英語であることとも当然関係しているが， その一方では，

日本語で書かれた文献・論文を参考にしなくても十分に世界 的なレベルの研究が可能で

あることが分かる。 もちろん， 日本発の枠組みが全く使われていないことも， その傾向

に拍車をかけている。

付録 展望に利用した雑誌名と閲覧できた範囲(号)

(雑誌名はアルファベット順， 同じ雑誌の複数掲載論文もアルファベット順)
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Applied Linguistics 
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98 Vol. 40 1-4，99 Vol. 41 1-2 
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